
ネガティブ・ポライトネス
FTAxをせよ

(a) オン・レコードで
(b) 侵害されたくないと
いうHの欲求に対す
る補償を加えて

5.4.1 直接的であれ 直接的であれ               衝突
1. 慣習に基づき間接的であれ（Be convention-

ally indirect）

5.4.2 推定 /想定するな
Hの欲求、Hに関連す
ることについて最小
限の想定をしろ

2. 質問せよ、ヘッジを用いよ（Question, hedge）

間接的であれ

5.4.3 Hに強要するな（HがAを
することに xが関連するなら）

Hにその行為をしな
い選択肢を与えよ

HはAをすることができる /
したがっていると想定するな

Hは多分 Aをしないだろう
と想定せよ 3. 悲観的であれ（Be pessimistic）

脅威を最小化せよ R, P, D値を明示せよ
4. 負担 Rxを最小化せよ（Minimize the imposi-

tion, Rx）

5. 敬意を示せ（Give deference）

5.4.4 Hを侵害したくないという
Sの欲求を伝えよ 6. 謝罪せよ（Apologize）

その特定の侵害から
S、Hを分離せよ

7. SとHを非人称化せよ：人称代名詞「私」「あ
なた」を避けよ（Impersonalize S and H:
Avoid the pronouns ‘I’ and ‘you’）

8. FTAを一般的規則として述べよ（State the 
FTA as a general rule）

9. 名詞化せよ（Nominalize)

5.4.5 ネガティブ・フェイスから
派生したHの他の欲求を補償せよ

10. 自分が借りを負うこと、相手に借りを負わせな
いことを、オン・レコードで表せ（Go on record 
as incurring a debt, or as not indebting H）
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